
平成２７年度 文化財防災訓練等実施状況報告 
都道府県名 

徳島県 

行 事 名 称 上板町文化財防火訓練 

実施期間・日時 平成２８年１月２９日（金）１３：３０～１５：００ 

実 施 場 所 戸田家住宅（徳島県上板町） 

主 催 者 上板町文化財保護審議会 

■実施内容 

訓練の想定 

戸田家住宅の主屋にある石油ストーブが異常燃焼により出火炎上し、北風により、同宅の主屋以外に他の建造物

にも延焼する恐れがあると想定。 

訓練の内容 

戸田家所有者による火災発見、通報、重要物品（模擬）の搬出、見学者などの避難誘導訓練を実施。 

参加者及び役割分担 

戸田家所有者         １名：１１９番通報、重要物品の搬出、 

上板町文化財保護審議会委員  ９名：重要物品の搬出、見学者などの避難誘導、防火設備の点検 

上板町教育委員会       １名：現場立会い、防火設備の点検 

特に工夫した点 

同町にとっては初めての重要文化財（建造物）指定見込み箇所においての訓練。他には、防火設備の点検を町文

化財保護審議会委員とともに実施。 

問題点・課題 

同住宅の建造物内部にある文化財（文書など）を災害から守るためにも、文化財の整理が日頃から必要であるこ

とが明らかになった。このことから、物品の搬出しやすさが課題である。また、同宅周辺の住民を交えての訓練

実施を検討する必要がある。 

その他 

毎年文化財防火デーにあわせ訓練を行うことで、所有者・地域住民・町文化財保護審議会委員の文化財愛護意識

の高揚を図る機会となっており、今後も継続して実施することで、文化財防火以外にも文化財保護の協力を今以

上に進められるようしていきたい。また、訓練参加者について、文化財保護行政関係者以外の割合を高めたい。

訓練風景 

 

             
                    重要物品（模擬）の搬出 

 


